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【��特　集��】

ディスプレイ用パネルの割断・切断加工
多種多様なディスプレイの多くは，脆性材料からできている．そのため，基板に切断加工時のダメージが残っている

と，製造工程や製品使用時のちょっとした曲げ応力により破損するおそれがある．したがって，ディスプレイ用パネル
の切断工程は非常に重要であるといえる．また，最近では，タッチパネル製品の増加やスマートフォンの普及により，
ディスプレイ用パネルには無アルカリ（ボロシリケート）ガラスだけでなく，強化ガラスやサファイアなど非常に硬い脆
性材料が用いられる．一方で，OLEDの参入により樹脂材料も採用されつつある．いずれの材料も，従来の切断技術
をそのまま応用しただけでは，加工は極めて困難である．
そこで本特集では，ディスプレイに用いられる材料の変化とともに，大きく広がりをみせる加工技術についてご紹介
いただく．
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炭素が濃化していることを確認した． 
次にピンオンディスク摩擦試験により放電処理面の摩擦特

性を評価した．本試験では，基材を油中に浸し，試験ピンを

往復運動させることで測定を行った．表1に摩擦係数測定結

果を示す．同表より，TiC処理面およびSi処理面ともに鋳鉄基

材に比べて，いずれの往復速度での試験においても摩擦係

数が低減していることが確認できる．これは，放電表面処理に

より形成された陥没部が，鋳鉄摩擦面に形成されたマイクロ

ディンプルと同様，油溜まりとして作用しているためであると考

えられる． 
また，処理面の硬度測定を行った．本試験では，5 点測定

により硬度の比較を行った．硬度試験結果を図 15に示す．同

図より TiC 処理面および Si 処理面ともに鋳鉄基材に比べて

高硬度を有することを確認した．さらにTiC処理面とSi処理面

を比較した場合，TiC 処理面の方が高硬度を有することを確

認した．TiC のビッカース硬度が 2500～ 3000 HV，単結晶

シリコンの硬度が 1046 HV であることから，放電処理面の硬

度は使用電極硬度に依存すると考えられる． 

 
６．結 言 

本研究では，放電加工において電極工具への超音波振動

の伝搬が短絡を抑制し，マイクロバブルや導電性微粒子を用

いることで，放電加工に対する効果を捉えたうえで，超硬合金

やチタン合金の難削材の研削加工の高能率化，高精度化を

可能とする条件を見出した． 
焼結チタンボンドCBN砥石を用いてUPDヘリカル研削を可

能とする量産実用化を目指し,UPD研削専用通液型超音波ス

ピンドルを開発して，UPD研削加工装置を実現した． 
さらに，加工表面を積極的に改質させ付加価値を高める試

みを行い，機能性インターフェースの創成では，鋳鉄基材へ

の放電表面処理を行い，耐摩耗性，摩擦特性について検討

を行った．  
その結果，単発放電痕の分析により，放電電流，パルス幅

を増加させることで，単発痕径は増大することを確認し，また，

処理面に炭素が濃化した陥没部が見られることを確認した． 
鋳鉄への処理面の摩擦係数測定により，TiC処理，Si処理

ともに，摩擦係数低減に有効であると確認した．また，鋳鉄に

放電表面処理を行うことで高硬度面形成が可能であり，TiC
処理面，Si処理面の比較により，TiC処理が高硬度面形成に

より有効であると確認した． 
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図 13 パルス幅変化時の単発放電痕の EDX 像 

 

(a)  TiC 電極 
 

(b)  Si 電極 
 

図 15 硬さ測定結果 

 

 表 1 摩擦係数測定結果 

図 14 全面に放電処理を施したサンプルの EDX 像 
 

(a)  TiC 電極 
 

(b)  Si 電極 
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